
当初決定事業

分
類 № 事業名 実施団体名 実施地 実施月 事業概要

参加予定人数
(  )は構成員

数

種
類

1

島根県三曲連盟
第１回東西交流
 筝・三絃・尺八演奏会
－2022－

島根県三曲連盟 出雲市 9月

　連盟の創立記念として令和２年に計画していた演奏会が、感

染症拡大の影響で２回にわたり延期となり改めて開催を図る。

県東西で活動する加盟団体が一堂に会し、三曲（箏、三絃、尺

八）の魅力を発信する自主演奏会を開催。古典から現代曲ま

で幅広い分野の曲を、団体単独或いは複数団体の合同演奏

など演奏形態を変えて披露する。会派や流派の枠を越えて、

次世代に三曲音楽を伝えようと取り組む。

300名
（110名）

2
第31回　しまね映画祭
（しまね映画塾　2022）

しまね映画祭
実行委員会

松江市
ほか
全11市町

6～
11月

　一般公募で集まった参加者たちがスタッフ・キャスト合同の8

～10名の撮影チームに分かれ、合宿形式で撮影を行う。その

後、編集作業を経て作品を完成させ、地域で実施する上映会

で披露する。

　また、「映画館のない町に映画を届ける」取組として、年ごと

のテーマ映画や不朽の名作等の上質な映画を県内各地で上

映する。

4,500名
（40名）

3 プリマヴェーラ17  島根県洋舞連盟 松江市  12月

　県内の洋舞文化の活性化を目指し、クラシックバレエとジャ

ズダンスの団体が中心となり、オリジナル作品を県内の人材で

上演する。

　平成25年からは和の分野とのコラボレーションを試み、今回

も和太鼓奏者や日本舞踊家と共に新しい作品に挑戦する。

　上演前に登場人物やあらすじの紹介を行うことで初心者にも

親しみやすい演出となるよう工夫を行う。

800名
(130名)

4
出雲歌舞伎公演
   むらくも座2022
～元気な担い手育成事業～

島根県地歌舞伎
連合会

出雲市
9～
11月

　出雲地方に伝承されながらも戦後過疎化により一時上演が

途絶えた演目を復元し、44年間に渡り定期公演を行ってきた

が、令和２・３年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響で中

止となり、今回改めて上演を図る。

　貴重な演目を次世代に継承するため、子どもと若手を積極的

に登用し地歌舞伎公演を行う。練習を通して礼儀作法や所作

を伝えていくほか、事業運営などを担う若手スタッフの育成も

目指す。

500名
（47名）

5 第15回しまね写真展 島根県写真家連盟
松江市
浜田市

8月

　島根県及び島根県に感心のある人を対象に、未発表の写真

を公募し、展示会を行う。公開審査を経て大賞等を選出するほ

か、応募者全ての作品を展示し、誰もが気軽に楽しめる展示

会として、幅広い年代層に応募を呼びかける。

　石見地区の伝統文化である石州和紙へのプリントや、汎用プ

リンターでも印刷できるＡ３サイズの作品も対象とすることで、

多文化との融合や応募しやすさ等にも工夫を凝らした企画と

なっている。

1,200名
(35名)

6
第13回　出雲神在月
市民芸術文化の祭典

出雲市文化団体
連合会

出雲市 10月

　出雲市各地域に伝わる伝統芸能や古典、また音楽やダンス

など新旧様々な活動を行う子供から大人まで13団体（予定）が

参加し、日ごろの活動成果を披露（佐田町文化協会30周年記

念事業と併せて開催）。

　ＹｏｕＴｕｂｅライブ配信も併用して、新たな層への周知拡大を

図る。

700名
(300名)
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追加決定事業

分
類 № 事業名 実施団体名 実施地 実施月 事業概要

参加予定人数
(  )は構成員

数

種
類

7

サウンドライブしまね
アマチュア・ミュージック・
フェスティバル

サウンドライブしま
ね実行委員会

県内４ヶ

所
（松江市・
雲南市・
 大田市・
益田市）

２月
～３月

新進気鋭の若手バンドから、地元で長年活動しているミュージ

シャンまでが一堂に会し、交流を深め相互に価値観を尊重す

る機会とする。県内全域のライブ活動を応援し、スタッフ同士の

結びつきを強めることで、技術向上と人材育成にも繋がり、音

楽による地域活性化と文化振興に寄与することを目指す。

1,000名
（13名）

8
第31回県民手づくり
第九コンサート in 島根

島根第九をうたう会 松江市 12月

オーケストラ、コーラスともに広く県民から団員を公募し、７ヶ月

の練習期間を経て毎年12月に行われる「第九」コンサート。音

楽文化の裾野の拡大や初心者を対象とした基礎練習の充実

など、人づくりの視点にも力を入れている。長年の積み重ねに

より技術的にも上達し、島根の恒例行事として定着するととも

に評価も高まっている。

700名
（130名）

9
第２６回（令和４年度）
松江市民文化祭

松江市文化協会
松江市文化協会加
盟団体

松江市
10月～
11月

協会加盟団体の作品展示や公演などを行う、年に一度の文化

の祭典。主会場と松江テルサとし、作品展示、講演会などを行

う。また、その他事業として加盟団体による公演なども開催し、

年齢、男女問わず幅広い方方々に芸術・文化に触れていただ

く。

2,000名

10 月山富田城　月見の宴 広瀬町文化協会 安来市 10月

広瀬町の宗松寺を会場に、月山にまつわる歴史や風土を生か

して月見の宴を開催する。

小中学生に地元に古くから伝わる歴史と歌を伝授し、その成果

を参加者と一緒に発表。そのほか、会場となる寺の住職による

歴史についての語りや、地元文化団体による、大正琴、詩吟、

尺八などの演奏発表など行い、広瀬の歴史や文化、伝統行事

の素晴らしさを確認し、新しい世代に残す機会としたい。

150名
（20名）

11
第１８回
奥出雲町芸術文化祭
「おくかるフェスタ」

奥出雲町文化協会 奥出雲町
10月
～11月

“奥出雲町まちじゅう文化祭”としたコンセプトで開催しており、

町内各地区文化祭や地域団体活動と連携を図りながら、恒例

の「作品展示部門」「芸能音楽ステージ部門」「ワークショップ部

門」に加え、地元幼稚園、小学校等による「まちなかアートギャ

ラリー展」などの関連イベントを通して、奥出雲文化団体の発

表の機会と地域住民などに広く奥出雲文化に親しんでもらえる

文化祭を目指す。

800名
（300名）

12 第１４回市民芸術文化祭

浜田市文化協会
（第１４回
市民芸術文化祭
実行委員会）

浜田市 10月

文化協会の会員が、日頃の芸術文化活動の成果を披露する

合同の発表会として隔年で開催。舞踏、郷土芸能、邦楽など舞

台部門２１団体、３５０名と華道、文芸、写真など展示部門１１

団体、１５０名が発表を行う。

1,500名
（500名）

13
第１１回
雲南市総合芸術文化祭

雲南市文化協会 雲南市 3月

雲南市全域が一体となって、舞台、展示の両部門からなる総

合芸術文化祭を開催する。舞台部門では、「太鼓」をテーマに

取り上げ、地元太鼓団体が発表を行うほか、長崎県のおおむ

ら太鼓連くじら太鼓を招いて舞台での共演やワークショップを

行う。展示部門では、「絵画」をテーマに、市内絵画団体による

作品展を開催する。コロナ禍での暮らしにうるおいと活力をも

たらすことを目的とする。

350名
（100名）
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